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【  特　集  】

進化するモノづくり教育  part6  ～産学における若手技術者教育～
砥粒加工学会誌では，2007年から2010年の間に「進化するモノづくり教育」と題して5回にわたって新しい工学教育 

の試みを紹介してきた．また，これに関連して2011年には技能伝承のデジタル化，2012年には大学実習工場の現状 
などを特集してきた．以来4年近くが経過し，そのあとも大学・高専や企業などではさまざまな取り組みが行われ，新たな 
展望，課題が生まれていると考えられる．そこで，本特集では新年度を迎える前の時期にあたり，読者に産学両面で 
取り組まれているユニークな工学教育の事例を紹介する．
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ニング形状の工作物を加工した結果である．クラウニングの頂

点では砥石台送りの方向が切り替わるため，バックラッシの影

響により形状崩れが発生し易いことが一般的に知られている

が，図 11 に示す通り，本機では形状崩れが無く，非常に滑ら

かな形状を実現している． 
 

３．３ 全自動鏡面加工 

図 12は，一般的な粒度＃80のA系砥石にて，鏡面加工を 

行った結果を示す．従来，鏡面加工を得るためには，＃400
～＃800 程度の微粒の砥石を使うことで実現することが

できるが，＃80 の A 系粗粒の砥石では，多くの生産現場で

は，油圧汎用機にて熟練作業者による勘と経験により鏡面加 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 12 全自動鏡面加工結果 

工を実現しているのが現実である． 

本機では，一般的な粒度＃80 の A 系砥石を用いて，自

動ドレッシング，自動トラバース研削加工にて，表面粗さ

Ra0.02μm，真円度 0.07μm という鏡面加工を実現した．このよ

うな粗粒の砥石で全自動加工にて鏡面を得ることができたの

は，今回採用した低振動化や微細切込み化の効果と考えら

れる． 
 
４．おわりに 
当社では，工作機械を通して日本のモノづくりを支え続け

る思いで，安心して使っていただける円筒研削盤の技術開発

を進めている． 

また，開発機には，真に素性のよい機械を提供することで， 

精度のばらつきがない安定した高精度加工が誰にでも簡単 

に実現できるようにという当社の思いが込められている． 

日本のモノづくりは，常に他国で真似できない，世界をリー

ドする“技術”を駆使したモノづくりでもある．研削盤のトップリ

ーダとして，「高精度」「高生産性」「高信頼性」「使い易さ」な

ど付加価値の高い革新技術に取り組み，TOYODA ブランド

を高めていきたい．また，本稿で紹介した高精度CNC円筒研

削盤 GL4-SⅢPREMIUM は，お客様の現場の声を基に「研

削盤の TOYODA」が持つ最高の技術を形にしたもので，自

信を持って拡販をはかっていきたい． 
鏡面加工工作物   

真円度：0.07μm  

 

表面粗さ：0.02μmRa 

 

倍率：×50,000 

0.2μm 
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